
ポリホウ酸ナトリウムを含有する薬剤を用いた
岡山県産ヒノキ材による不燃木材の開発

岡山県農林水産総合センター 森林研究所 研究員 金田利之
「ポリホウ酸ナトリウムを含有する薬剤を用いた岡山県産ヒノキ材による不燃木材の開発（R4～R6）」
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試験体密度 注入薬剤固形分量

圧力 時間 圧力 時間 圧力 時間 (平均値) (平均値±標準偏差)

a 1.0 MPa 4 hr 0.45 g/cm
3

363 ± 24 kg/m
3

b 1.0 MPa 8 hr 0.47 g/cm3 402 ± 16 kg/m3

c 1.0 MPa 12 hr 0.47 g/cm3 358 ± 22 kg/m3

d 1.5 MPa 4 hr 0.47 g/cm3 393 ± 10 kg/m3

※ 減圧②は、薬剤を回収し、過剰な薬剤を排出するための操作

減圧① 加圧
注入条件

10 kPa 0.5 hr

減圧②※

10 kPa 0.5 hr

20分間の総発熱量 不燃性能基準①、②

(平均値±標準偏差) を満たした試験体数

a 6.90 ± 2.96 MJ/m
2 31/40 体

b 5.10 ± 1.37 MJ/m2 40/40 体

c 5.55 ± 1.79 MJ/m2 37/40 体

d 2.99 ± 0.76 MJ/m2 40/40 体

注入条件


